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内容の要旨及び審査の結果の要旨
呼吸窮迫症候群など肺サーファクタン卜に障害がある患者の人工呼吸に際して，生命維持に必要な換気量を得るた
めに吸気時の気管内圧を高めると，肺血管が圧迫されて心拍出量の低下する場合がある。しかし，近年に至るまで，
肺サーファクタン卜の性状を人為的に変化させることが困難であったため，肺胞の表面張力と肺循環の関係を実験的
に調査した報告はほとんど見当たらない。そこで，灌流法により肺血流を一定にしたラットを用い，肺洗浄でサーファ
クタン卜を洗い出した場合と，その肺にサーファクタントを補充した場合の気道内圧と肺灌流圧の関係を検討した。
得られた成績は以下のごとく要約される。
(1)肺灌流圧には換気に同調する振幅が認められ，最大吸気圧のときに最大値（最大灌流圧）を示し，終末呼気時に
最小値（最小灌流圧）を示した。最大灌流圧は，肺洗浄により有意に低下し，サーファクタン卜を補充するとほぼ
洗浄前の基準値に復した。しかし，生理食塩水を用いた偽補充では基準値に復しなかった。すなわち，人工呼吸に
際して肺毛細血管を圧迫する気道内圧の力を，肺表面張力が弱めていると考えられた。
(2)基準時の最大灌流圧は，吸気圧を高めると大きく増加した。しかし，肺洗浄後には，その増加度が有意に小さく
なった。なお，サーファクタン卜補充を行うと，吸気圧と肺灌流圧の関係は，基準時の所見に近づいた。このこと
から，肺サーファクタン卜が正常なときには，肺循環に対する吸気圧の影響が強く現れると考えられた。反対に，
サーファクタン卜が欠如したり不活化している状態では，影響が弱められると考えられた。
(3)換気を行わずに気道内圧を一定にした場合は，肺洗浄やサーファクタント補充による肺灌流圧の変化が少なかっ
た。
以上の成績から，サーファクタン卜の減少や質的異常による表面張力の増大は，肺灌流圧を低下させ，人工呼吸の
影響を減少させるように作用すると結論された。一方，サーファクタン卜補充などにより表面張力が正常化した場合
は，肺灌流圧が上昇するとともに，肺循環に対する気道内圧の影響が強まるので，人工呼吸に際しては注意が必要で
あると結論された。
本研究は，肺胞表面張力の高低が肺循環に影響することを初めて実験的に示したものであり，人工呼吸法の安全性
を高める上で，意義ある知見を加えたものと評価された。
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